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et al. (2017)による報告から，SUV測定値の変動は真の SUVの大きさに依存する可能性が
あると考えられている．これらのことを考慮した上で，臨床撮像条件を基準とし，古い
装置で測定された SUVmax および SUVpeak から新しい装置における測定値を推測する形
で SUV 調和化を行うための技術の開発を目的として研究を行った． 
 
２．実験材料と方法 





4，8 および 16 と変化させて 4 回のファントム実験を行った．いずれのファントム実験で
もデータ収集はリストモードで行い，バックグラウンドの放射能濃度が 2.53 kBq/mLとな
るタイミングから画像再構成を行った．この際，最初 2 分間の duration のデータから 1 回
目の画像再構成を行い，その後継続的に画像再構成を繰り返すことで計 50 シリーズの画
像を得た．ここでは 18F の放射能の減衰を考慮し，個々のシリーズのカウント数が 1 シリ
ーズ目と同程度になるよう duration を徐々に延長させて再構成を繰り返す方法を採用した
(参考論文 Kaneta et al. (2018) で提唱された count-based 再構成法)．得られた 50シリーズ
全てについて 6種のホット球(直径 10 mm, 13 mm, 17 mm, 22 mm, 28 mmおよび 37 mm)の
SUVmax および SUVpeak を測定する作業を全てのファントム実験について行った．




 まず 2つの装置で測定された SUVmaxおよび SUVpeakと真の SUVの関係のプロットか
らホット球の直径ごとに近似式を得た．得られた近似式のいずれにも強い相関が認められ
た(R2>0.99)．なお，SUVmax および SUVpeakいずれについても大部分で Celesteion におけ
る測定値が Aquiduoにおける測定値よりも大きかった．また測定値を装置間で対比するこ




 今回開発した SUV 調和化の技術は，従来の方法と主に 2つの点で異なっている．1つ目
は count-based 再構成法を用いることで臨床撮像条件における調和化に重点をおいたこと
である．また count-based再構成法はリストモード収集のデータであれば施設を問わずに利
用可能である．2 つ目は真の SUV が異なる場合の SUV 測定値の変動の違いを考慮した点
である．多くの研究で単一の対バックグラウンド比(主に 4:1)でのみのファントム実験が行
われるのに対し，我々は真の SUV を変化させて複数回のファントム実験を行った．この
ような方法での 2 機種間の直接の SUV 調和化は我々の知るところでは初の試みである．
本研究では，2 機種それぞれにおいてホット球の直径ごとに得られた SUVmax および
SUVpeak と真の SUV の関係式から回帰分析を行い，2 機種間の直接の変換式を得て調和





片が 0.2 未満と小さく，実臨床において 0.2 の SUV の違いは有意とは言えないことから y
切片を無視できると考えれば，SUVmax および SUVpeak は特定の係数を掛け合わせるのみ
でも簡易的に調和化を行うことができる可能性，またその係数が単一のファントム実験か
ら近似的に得られる可能性も示唆された．さらに，本研究で得られたような近似式からは














Kaneta, T., Sun, N., Ogawa, M., Iizuka, H., Arisawa, T., Hino-Shishikura, A., Yoshida, K., and Inoue, 
T. (2017), Variation and repeatability of measured standardized uptake values depending on actual 








Ⅰ 主 論 文 
Harmonization of standardized uptake values between two scanners, considering repeatability and 
magnitude of the values in clinical fluorine-18-fluorodeoxyglucose PET settings: a phantom study. 
Iizuka, H., Daisaki, H., Ogawa, M., Yoshida, K., and Kaneta, T. 
雑誌名: Nuclear Medicine Communications, Vol.40, No.8, 2019 
 
Ⅱ 副 論 文 
なし 
 
Ⅲ 参 考 論 文 
Use of count-based image reconstruction to evaluate the variability and repeatability of measured 
standardised uptake values. 
Kaneta, T., Daisaki, H., Ogawa, M., Liu, ET., Iizuka, H., Arisawa, T., Hino-Shishikura, A., Yoshida, 
K., and Inoue, T. 
雑誌名: PLoS One, Vol.13, No.2, e0192549, 2018 
